
杉退教も間借りして「杉退教たより」のページにリンク

ＵＲＬ（ホームページアドレス）は・・・

http://tokyousosuginami.web.fc2.com
と き ょ う そ す ぎ な み

杉 退 教 たより ２０１９年７月３日 №１６２

杉並区退職教職員連絡協議会（さくら会） 杉並支部ＨＰ http://tokyousosuginami.web.fc2.com

〒167-0031 杉並区本天沼 1-2-19 都教組杉並支部内 Tel 3399-8719 Fax 3399-3855

Suginami

（ １ ）

２００２年以来、１７年間続けてきた「杉並支部ホームページ」でしたが、転送

サービスをしてもらっていたブロバイダーがサービスを停止したため、新たにＦＣ

２のサーバーで開設することとなりました。

これを機会に、サイトのリニュアールも行いました。トップ画面には支部事務所

に咲くプリムラを入れ、呼びかけの文章が入っています。「杉並支部紹介」「杉並

支部ニュース」「杉退教たより」「平和のとりくみ」「教育研究集会」「杉並区労

連」の項目があり、そこをクリックするとそれぞれのページにリンクしています。

まだ、工事半ばなので、不十分なところが多々ありますが、徐々に改善していき

たいと思います。ニュースなどＰＤＦ変換して掲載していますが、画面呼び込みに

時間がかかるなどの問題もあります。

お気づきの点がありましたら、都教組杉並支部までＦＡＸなどお寄せ下さい。

杉並支部情宣部・ＨＰ作成担当より



元天沼小学校 川嶋 春美

杉 退 教 たより ２０１９年７月３日 №１６２ （ ２ ）

５月にお届けした「さくらの便り」に皆さんか

ら近況や短文を寄せていただき掲載しました。そ

の中で、元天沼小・川嶋春美さんの原稿掲載を落

としてしまいました。一番早く、しかもきれいに

印字された原稿で送っていただいたのに、本当に

失礼いたしました。お詫びしてここに掲載させて

いただきます。 たかぎ たかし

今回は水泳のことを書きます。中学・

高校と水泳部に入っていました。試合

は大抵屋外の神宮プールです。１９６

４年、屋内の東京オリンピックプール

ができ、私たちの試合がオリンピック

の予行練習を兼ねて初めて使われまし

た。電光掲示板に名前とタイムが映し

出された時は、とても感激しました。

近所にアスレチッククラブがあり、

泳ぐことが好きなので、２０年ほど前

から仕事が終わってから自由に泳いで

いました。最近、泳いでいて「息継ぎ

が下手だな。以前は苦しくなかったの

に、年かなあ。」と思い始めました。

インストラクター（水泳指導員）さん

に教えてもらっている人たちが綺麗に

楽に泳いでいる姿を見て、習ってみよ

うかなと思い、パーソナルレッスンを

受け始めました。ゼロからのスタート

です。（水泳部に入っていたことは内

緒です。）今までの私の泳ぎ方と違い

ます。バタ足・腕の回し方・手のかき

方・息継ぎ・顔の上げ方、すべて理に

かなっているのです。頭では、なるほ

どと思いますが、体がついていきませ

ん。習い始めて６か月経った今、イン

ストラクターさんから「できています

よ。」の嬉しい言葉。私の時代にはな

かったクイックターンもできるように

なりました。

教えてもらうこと・習うこと・やっ

てみることって楽しいなあと思いまし

た。

まだまだ長い距離は苦しくなります

が、基本をしっかりマスターして、綺

麗に泳げるようにしていきたいと思っ

ています。 かわしま はるみ

神宮屋外プール

完成した代々木オリンピックプール
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。
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・
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膜
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療
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杉
並
の
方
に
は
外
出
で
き
ま
せ
ん
が
、

世
田
谷
の
地
（
40
歳
か
ら
50
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半
の
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務
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で
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の
で
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と
親
戚
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の

届
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と
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ろ
で
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百
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で
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皆
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て
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。
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。
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「
今
年
は
フ
キ
み
そ
く
れ
な
い

の
」
と
聞
か
れ
て
、
「
来
年
は
染

め
も
の
と
フ
キ
み
そ
、
ど
っ
ち
が

欲
し
い
」
と
返
事
し
ま
し
た
が
・
・
・
。
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う
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で
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に
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る
の
に
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こ
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ま
で

働
く
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
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で
し
た
が
、
毎

日
、
学
校
っ
て
楽
し
い
で
す
。



１６１号 クイズ「５月１日と５月３日のナンバークロス」
縦の列の言葉は右から ナクセアンポ キケンハキケン

ヘイワマモロウ アバケクロマク

回答の横列は上から ダイ９０カイメ－デー センソウハンタイ

ヘイワナレイワ ナンクロダイスキ でした。

◆正解された方・・・元東田小学校 杉山喜代子さん （記念品お送りします）

杉 退 教 たより ２０１９年７月３日 №１６２ （ ４ ）

添
田

芳
さ
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昨
年
亡
く
な
ら
れ
た

元
中
瀬
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並
支
部
委
員
長
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添
田
善
吉
さ
ん
の
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様
で
す
。

善
吉
先
生
は
退
職
さ
れ
た
後
、
故
郷
福
島
に
戻
り
、
南
会
津
町
針
生
に

ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
作
り
お
住
ま
い
で
し
た
。
ス
キ
ー
に
釣
り
に
訪
れ
た
杉
並

の
教
員
諸
氏
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
亡
き
あ
と
、
ご
子
息
の
住
ま
わ
れ
て
い
る
千
葉
市
に
転
居
さ
れ
ま

し
た
。
添
田
芳
さ
ん
は
東
京
東
久
留
米
在
住
の
こ
ろ
、
東
京
母
親
連
絡
会

の
事
務
局
長
を
長
く
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
杉
並
の
母
親
連
絡

会
の
渡
辺
汀
さ
ん
と
も
交
流
が
あ
り
、
杉
並
支
部
婦
人
部
の
方
も
よ
く
ご

存
じ
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

詳
細
を
知
り
た
い
方
は
杉
退
教
ま
で
・
・
・
た

次回 ハイキングは

１１月２４日（日）

多摩丘陵方面を予定し

ています。詳細と申込

みについては１１月発

行のたよりに掲載しま

す。どうぞお楽しみに・・・。

都 退 教 定 期 大 会

７月３１日（水）エデュカス東京で

①総会 １３時３０分～

②映画上映 １５時１０分～

＊ドキュメンタリー映画

「沖縄から叫ぶ～戦争の時代」

２０１８年激動の沖縄一年間の記録

製作監督：湯浅雅典さん、来場予定



杉並水爆禁止署名運動でがんばった

小澤 綾子さんの遺稿
写真は１９５４年―それから２７年後の１９８１年

国際児童年杉並連絡会発行「杉並の子ども白書」に寄

せられた一文です。（今から３８年前になります）

杉 退 教 たより ２０１９年７月３日 №１６２ （ ５ ）

―杉並原水爆禁止運動の歴史から―

私どもが子どもたちに残しておきた

いこと、それは、“平和な世の中”で

す。これこそおそらく母として女とし

てだれもが思う悲願なのです。でも、

最近の世の中の状況はまさに戦前の観

があります。第二次世界大戦に突入し

ていった当時の事が頭に去来して胸を

しめつけるのです。

魚屋さんの訴えから

（ビキニ水爆実験による被災・・・マグロ

の放射能汚染・・・杉並区議会でも水爆実

験反対の決議・・・短期間で２３万３千人

もの署名、区民の７割を超す数が集まった

ことがのべられています。）

国連を動かす力に

ではなぜ基地もない杉並でこの運動

が成功したのでしょうか。当時（１９

４７年～）評論家 新居 格氏を文化人
に い い いたる

区長として選んだ杉並区民の進歩性が

一つの大きな原因といえます。安井氏

（公民館館長）をはじめ市民が口だけ

ではなく、行動をもってコツコツと平

和の闘いを積み上げてきたこと、そう

した平和を願う区民の思いが世論を動

かして、ついに四巨頭会談を成功させ、

人類６億の署名が世界を軍縮の方向に

向かわせたことは明らかです。杉並の

運動から２４年後の１９７８年、国連

史上初めて「国連軍縮特別総会」が開

かれました。代表団の一員として杉並

からも３万１千の署名を託し、当初か

ら運動を続けてきた小澤 清子さんをニュー

ヨークに送りました。

７３歳になった今も

私どもの願いをよそに世界の核兵器

は広島型原爆の１００万個分にも達し

ているといわれています。（中略）

さまざまな困難や危機をくぐりぬけ

ながも、当時と変わらない悲願を胸に、

熱意と確信を持ち続け、菅原さんたち

とともに運動にかかわっている私です

が、日本も軍備縮小署名をしたのにも

かかわらず、軍備増強の予算を組み、

世界の軍拡競争の流れに乗っているの

は気がかりです。

平和こそ、平和こその共感が戦争を

くいとめる力になることを確信し、次

代を担う子どもたちにも何とか核兵器

廃絶の闘いを受け継いでもらいたいと

心から願っています。

＊小澤綾子さん当時本天沼３丁目にお住まいで

した。家の前でよく挨拶したものです。 た



お願い この時期、暑い日が続きますが、会場は冷房が完備しています。お誘い

あわせの上是非お越しください。お待ちしています。 実行委員一同

杉 退 教 たより ２０１９年７月３日 №１６２ （ ６ ）

★

杉
退
教
の
高
木
た
か
し
さ
ん
担
当

応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
。


